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平成23年度 福岡市ごみ減量・リサイクル推進会議構成団体の活動状況 

 

団体名 活動状況 

(社) 福岡市保育協会 

１. 保育園の取組み 

・生ごみによる堆肥づくりを通じ，生ごみの減量化に取り組んでいる。

２. 保育園と事務局の取組み 

・ごみの分別，紙類のリサイクル 

・コピー用紙の裏紙利用 等 

(社) 福岡市私立幼稚園連盟

１. 幼稚園での資源回収や生ごみ堆肥づくり 

２. リサイクル活動（月２回） 

３. 校区のごみ減量・リサイクル活動に参加・協力 

１. 公民館だよりに，ごみ減量・リサイクル推進会議の事業や活動内容を掲載

２. 会議や活動の場の提供 

３. ごみ減量リサイクルに関する講座の開催・活動支援  
  ・エコキャンドルづくり（玉子の殻と廃油） 

・校区体育祭での空き缶の回収 
福岡市公民館館長会 

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

・公民館に多くの広報物が来るが，掲示や展示するスペースがなく処理に困

っている。 

特定非営利活動法人 

コンシューマー福岡 

会員啓発事業（講習会） 

・日時   平成23年11月16日（水） 

・場所   あいれふ 7階第3研修会 

・参加人数 9名 

・テーマ  「心を形に ～折型教室」 

    （菓子箱の包装紙や新聞紙の広告を使った箸置き，お年玉包み等の折型教室）

福岡市七区 

男女共同参画協議会 

 

（笹丘校区女性協議会） 

１. リサイクルバザーの開催 

   女性協議会とごみ減量推進委員が協力し，毎年6月最後の日曜日に開催

している。また，バザーに合わせて，公民館で集めた廃油を再利用したＥ

Ｍ石鹸や固形石鹸等を作成し，先着100名に配布している。 

２. リサイクル講座の開催 

残った衣類については，子供たちの夏休みの作品づくりのために提供

し，親子で参加いただいている。 

(社)福岡市老人クラブ連合会

 

（福岡市東区ねんりんクラブ連合会）

１. 資源物回収関連 

  ・資源物回収（古紙・空き缶・空き瓶等）を，地域の小学校・子供会・老

人会等と連携し，毎月1回実施。 

  ・高齢者，一人暮らしの人に対して，資源回収を手伝う。 

２. マイバッグ関連 

  ・会員によるマイバッグ持参の励行。 

  ・地域住民へのマイバッグ持参の啓発。 

３. リサイクル関係 

  ・地域別に担当を決め，定期的に不用品のリサイクルを実施。 

  ・小学校等と協力し，リサイクル事業に取組む。 

４. 資源物利用関係 

  ・古タオルで雑巾を作り，学校・幼稚園・各種施設に配布。 

  ・地域と協力し，ベルマーク・プルタブ・ペットボトル・ボトルキャップ

等を集め，学校に寄贈。 

 

資料２ 
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団体名 活動状況 

(社)福岡市老人クラブ連合会

 

（福岡市東区ねんりんクラブ連合会）

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

１ ごみを出さない（使い捨て用品，包装紙，ビニール袋等の省力化）取り

組みへの行政の指導 

２ 資源循環型社会も大事であるが，企業の景品類で，本当に利便性があり，

使えるものを配布されているのか。リサイクルと言っても，不用品が循

環してしまうことになる。 

３ ごみ減量や分別等を，小中学校からの積極的な啓発，及び地域団体が焼

却場の見学等を行うことによる意識改革等の取り組み 

 

7町内の子ども会が中心となって，資源物を回収 

福岡市子ども会育成連合会 

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

こども会のために住民が出しているアルミ缶やその他を勝手に持って行く業

者が多いのには困っている。何か良い対策はないのか。 

 

福岡市青少年団体連絡会議 

 

（福岡市PTA協議会） 

１. コピー用紙や新聞紙等のリサイクル 

２. 事務局内のごみの分別 

３. ＰＣを利用したペーパーレス化 

４. ペットボトルのリサイクル 

 

ＮＰＯ法人 環境みらい塾 

１. ごみ減量・３Ｒに関する啓発パネル・パワーポイント・出前講座用の 

パネルシアターを製作。 

２. 今年度3月～12月まで，ごみ減量を含め，｢地球温暖化｣等をテーマにし

たエネルギー環境教育を幼稚園，保育園，小学校，中学校，公民館で計

18回実施。 

1. レジ袋の削減を目的に，学内売店でリユースバッグ（ISOバッグ）を導入

2. 分別の間違いを未然に防ぐために，スケルトンゴミ箱を設置 

環境ISO学生組織 えこFIT 
［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

福岡県と協働のエコバックを作るなどしてみてはよいのでは？ 

ごみ分別のし易いゴミ箱の設置などはどうか 

 

東区環境活動連絡会議 

 

（香椎東校区環境活動推進会議） 

 

１. 地域集団回収の実施 

・平成22年度は14団体が協力して実施。 

・回収量………………… 380,187kg(年間158回) 

２. 校区紙リサイクルステーションの運営 

・香椎東校区自治連合会が管理。 

・回収量………………… 122,830kg（毎週 土・日） 

３. 地域清掃活動 

  ・毎月実施している…… 4町内 

  ・清掃月間に実施……… 7町内 

  ・2か月毎に実施………   2町内  

４. ラブアース・クリーンアップ活動 

   校区全体で香椎川の清掃活動を実施（約180名参加） 

５. 香椎第３中学校，香椎東小学校，香椎下原小学校の3校合同で年1回小学

校区内の清掃活動を行っている。  
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団体名 活動状況 

 

 

中央区環境活動連絡会議 

 
草ヶ江校区 

ごみ減量・リサイクル推進会議 

１. 毎月１回の資源物回収 

２. 施設見学会・研修会  

３. 古布を使ってリサイクル学習会  

４. 廃油で石鹸作りのリサイクル学習会  

５. 段ボールで作る生ごみ堆肥づくり学習会 

６. 堆肥を使った菜園講座 

７. イベント「まつり 草ヶ江」で再生紙と廃油石鹸のPR及び啓発活動 

８. 校区での配食弁当時やイベント時にエコ料理を啓発 

（2,3,4,6…30～40人参加，5…50人参加。ともに広報誌でお知らせ） 

1. 南区環境活動連絡会議での取組み 

   年に３度各校区の代表者会や施設見学・講演による研修，各校区の情報

交換会等を実施。 

２. 長住校区での取組み 

  ・子ども会，自治会による集団回収（月１回） 

平成22年度の総回収量……………358,747kg 

    ※1世帯・1人あたりの回収量は，南区で1位 

  ・エコ推進会議による紙リサイクルステーションの管理・運営 

   平成22年度の回収量……………  88,310kg   

南区環境活動連絡会議 

 

（長住校区エコ推進会議） 

 ［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

環境推進委員制度が廃止され，各校区の「ごみ減量推進会議」が環境会議

など団体名を変更しているところが多くなっている。ごみの減量だけでな

く，広く活動の領域を広げることが狙いのようである。一方で，市では依

然として「ごみ減量・リサイクル推進会議」のままなのか  

城南区地域環境活動連絡会議 

１. 会  議（平成23年6月30日） 

  ・事業報告について 

  ・事業計画(案)について 

  ・情報交換 

２. 施設見学（平成23年11月24日） 

  ・ラブフォレスト大牟田（使用済紙おむつリサイクル工場） 

  ・RDF（ごみ固形燃料）センター 

  ・RDF発電所 

早良区域環境活動連絡会議 

 

（脇山校区不法投棄パトロール） 

1. パトロールの実施 

   毎月1回不法投棄物の回収を行っている。 

   参加者；自治会長（12名），駐在所（1名），区の担当者 

２. 体験講座 

   校区外の小・中学生を対象にした地球体験村事業を実施。45名が参加

する２泊３日のキャンプを通じ，環境学習として不法投棄パトロールを

体験する。 

西区環境活動連絡会議 

 

（壱岐東環境活動連絡会議） 

1. 壱岐東校区での取組み 

   子ども会，老人クラブ連合会，町内会で環境美化に取組んでいる。 

２. 環境活動連絡会議での取組み 

   上記団体の他にも，衛生連合会・男女共同参画等地域全体で環境美化に

取組んでいる。 



 - 4 -

団体名 活動状況 

博多区自治協議会連合会 

１. 環境関係連絡会議 

各校区間の代表者会議を開催し，校区間の情報を交換。 

２. ブロック代表者会議 

   推進体制の見直しを実施。 

城南区自治協議会連合会 

（堤丘校区自治協議会） 

1. 校区紙リサイクルステーションの管理 

毎月土・日（9:00～17:00） 

２. 公民館と環境講座を共催（６月） 

３. 年末不法投棄の注意と見回りの実施 

４. 各町内・子ども会が月1回廃品回収を実施 

５. 校区自治協だよりによる広報活動 

東区男女共同参画協議会 

1. 子ども会の廃品回収の補助 

２. 小・中学校のバザー 

３. 公民館のバザー 

博多区さわやかスタッフの会 

 

（吉塚本町子ども会） 

毎月第3日曜日に資源物回収を実施。 

   平成23年度回収量（※）……新聞 10,440kg，段ボール 2,260kg，

                雑紙   5,110kg，ウェス    390kg 

  ※平成23年度の回収量は，1月から10月までの回収量。 

１. 分別の案内 

   聞かれた時に即答できるようにしている。 

２. 環境フェスティバルでの啓発活動 

   市民への分別クイズや子ども達へのリサイクルグッズ等の指導をしな

がら，啓発活動を実施。 

３. 校区での啓発活動 
中央区さわやかスタッフの会 

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

校区紙リサイクルボックスで牛乳パック（紙パック）を収集してほしい。 

１. どんたく会場でのリサイクル講座 

   毎年どんたく会場にて，リサイクル（牛乳パック，新聞紙など）で小物

を作り，来場者に教えている。 

２. 環境フェスティバルへの出展 

   年1回の環境フェスティバルで，リサイクルで小物を作って，来場者に

教えている。 

３. ごみ減量に関する研修会の実施（各校区での講習会に参加） 

４. 南区役所において，古本の文庫「さわやか文庫みなみ」を実施 
さわやかスタッフ南の会 

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

・リサイクルで作られたもの（トイレットペーパー，洋服など）が意外にも

値段が高くて手が出せないものが多い。 

・今ひとつ，ごみ減量などで努力している割に，人の関心が低いように感じ

られる。 

城南区男女共同参画協議会 

１. 各校区のリサイクルボックスの新聞等の回収に協力 

２. ペットボトルキャップ回収に協力 

３. 不要になった傘をバッグにリサイクル 
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団体名 活動状況 

(財)古紙再生促進センター 

１. 環境教育副読本の配布 

   市内小学4年正を対象に「親と子の紙リサイクル読本」を配布。九州の

古紙事情について学んでもらった。 

２. 古紙の分別を啓発するため，ティッシュボックスを配布 

３. 集団回収団体の表彰 

福岡市 

ペーパーリサイクル共同組合 

１. 古紙安定回収事業 

地域集団回収の実施元請機関として，回収業者と協力し，約24,056ｔ

の古紙回収を実施。 

２. 古紙リサイクル事業 

清掃工場古紙回収，紙リサイクルボックス回収，定期回収，校区回収事

業を実施。約7,470ｔの古紙を回収。 

３. 古紙流通安定対策事業 

中国の市場に対し，約2,403ｔの古紙輸出を行う。 

４. 市場調査事業 

リサイクル先進事業，新規用途開発に係る調査，研究を行う。 

５. 一般古紙回収 

各組合員の事業活動により，福岡市内の古紙約17.5万ｔ（推定）を回

収し，再資源化に貢献した。 

６. 事業系古紙受入事業 

平成22年度は約 9９5ｔ受入。 

７. 事業系古紙回収事業 

平成22年度は約2,161ｔ回収。 

８. 西日本新聞販売店回収事業 

西日本新聞エリアセンター内を戸別回収し，約6,039ｔを回収。 

９. 牛乳パック受入事業 

福岡市小中学校より約105ｋｇ受入。 

10.リサイクルボックス用のポスターを作成 

福岡市商工会議所 

１. 会報誌において，リサイクル・省エネについてのコーナーを設置 

２. 環境問題委員会を設置し，環境行動計画を策定 

３. ペットボトルのキャップ，缶ジュースのプルタブ回収等実施 

ガラスびんリサイクル促進協議会

 

（日本耐酸壜工業㈱） 

ガラスびんを回収し，カレットを製造 

容リ協ルート・独自回収ルートのガラスびんを選別加工し，硝子原料で

あるカレットを製造し，その他の原料と共に溶解し，新たなガラスビンを

生産している。（ビン to ビンのリサイクル） 

また，回収量のうち，97％をカレットとして製造している。 

なお，３％程度発生するロス（廃棄物）については，ラインの改良等に

より改善に取り組んでいる。 

・昨年度のカレット製造量………18,207ｔ 

  ・昨年度のガラスびん回収量……18,770ｔ 

（内訳：容リ協 6,770ｔ，自治体 3,000t，事業系その他 9,000t）

九州硝子壜商業組合 
ガラスびん（ビールびん，1.8Ｌびん）の回収 

（酒の小売店，町内の子ども会，自治会） 

スチール缶リサイクル協会 

１. スチール缶リサイクルに関する啓発パンフレット，ＰＲ誌，年次レポート，

ポスター等を配布 

２. 民間主体回収（集団回収）に関する調査・研究を実施，２２年度は東京・

京都において,「協働型集団回収セミナー」を開催 

３. 全国の自治体のごみ減量等の取り組みに関する調査を行い，ＰＲ誌に記事

を掲載 
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団体名 活動状況 

長年,アルミ缶を回収している個人・団体の表彰 

アルミ缶リサイクル協会 

［ごみ減量・リサイクルについての意見等］ 

長年，アルミ缶を回収している個人・団体を表彰している。長くアルミ缶回

収を継続している方がいれば応募して欲しい。（今年度は締め切りを過ぎて

いる） 

PETボトルリサイクル推進協議会 

１. 年次報告書を作成 

自治体の資源・リサイクル担当課に情報発信 

２. 市民セミナーの開催 

   平成24年1月20日に福岡市健康づくりセンターあいれふにおいて,容

器包装8素材の3R推進団体連絡会が福岡市と共催で「容器包装３R連携

市民セミナー in 福岡」を開催予定。 

レジ袋削減三者懇談会 

 

（エフコープ生活協同組合） 

１. 組合員の家庭からの容器等リサイクル実績（平成22年度 全県合計） 

  ・食品発砲トレイ……………  18ｔ 

  ・無店舗用ポリ袋（容器）…  89ｔ 

  ・卵パック（A-PET）……… 4ｔ 

  ・卵パック（モウルド）… 115ｔ 

  ・牛乳パック……………… 156ｔ 

  ・商品案内（カタログ）…4,031ｔ    

２. 事業上発生する廃棄物削減・リサイクル実績（平成22年度） 

  ・店 舗 の 魚 ア ラ…………  96ｔ ⇒(財)福岡市水産加工公社 

  ・店 舗 の 廃 食 油…………  14ｔ ⇒再生利用事業者    

  ・店舗の野菜くず・残渣…………  16ｔ ⇒再生利用事業者 

３. マイバッグ持参運動の推進 

  ・福岡市内店舗におけるマイバッグ持参率 

年度 21年度末 22年度末 23年度末 

持参率 40.1％ 49.8％ 60.1％ 

   ※なお，無料配布中止店舗（１枚3円）については85～90％となっている。

４. その他 

   平成23年8月より福岡市内店舗で以前実施していた発泡トレイに加え，

透明トレイを回収品目に加えて，容器包装回収ディーラーの車両による回

収を開始。 

福岡市内百貨店三店会 

 

（㈱岩田屋三越 岩田屋本店） 

廃棄物量・リサイクル率の推移 

年度 22年度 23年度上期 

廃棄物量（前年比） 80.5％ 96.6％ 

リサイクル率 73.6％ 70.4％  

上川端商店街振興組合 

平成21年12月より日本紙料(有)と契約しており，業者が毎日夕方に各店舗を

回って，段ボール・新聞紙・雑誌等の回収している。 

平成22年回収量………64,957kg（月平均 5,413kg） 

（内訳） ・段ボール………… 57,010kg（月平均 4,751kg） 

 ・新聞紙等…………… 7,947kg（月平均  662kg） 

平成23年回収量(※）…67,401kg（月平均 6,127kg） 

（内訳） ・段ボール………… 58,740kg（月平均 5,340kg） 

     ・新聞紙等…………… 8,661kg（月平均  787kg） 

※平成23年回収量については，平成23年1月から11月までの回収量。 

 

トイレットペーパー 

（PB 商品）の原料へ 

飼料等へ 


